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丿亡と口ずもグレビュンう孕七多萍り良ぐわかり孕ぜん。

萍幄乱よツ肩卵9応てyぶ七え４ｔてふ力落弓。

皆jん一一一応懇命泉北と七たかって..ヽられ海俵3･

冰百、私七二おざ９が大変粂刃ど乙思いｊ可．

八ごかじすこみ

　

ふ刎ﾌﾞ鵬こて

　

応変ヽｊ北,こめ,こｊ･れて忍ojけａで気を

つげで海日を澄したいとふい享醜

嫂在医尺才一肉科へぬな牝｀づ。

ぶろし＜

ゴ

ふ権.札片

JIF/乱/βｐ

ワ

ﾉ”４'凭ぶ

　

冷一一／＾７’″う/？

　

7夕誠琵１

　　　

侃で忽

気味

　

－

　

私〆

　

ぐ

。夕，

　　　　

‘¥々，

ｚ。呪。■Oh-f '゛｀゛゛｀゛
fa≪≫い
≒９

/ア

ぢ



４

釦．ヽ時にだけぞさゐ渚動ぞはなく

　

悪い祓態我々幡活命を

”励

'im
方
に 匹∂ｊん

囃

β

●

　

先日竃話乙そ話し珍多なﾆこす………ヽｊ

　　

んとも話しをしてみμ(｡だ。

/∂

そ＜漸岑似弓ｊ

　　　

ｊ泰山ノゐ膠芹･掲八公員９石簿胤ヽ功ヽら妬力９ﾆ町沁ずなら心、

　　

しヽぷうて:寸。

　　

もレお4ﾐ講渥公有ぶ簾でやっていﾊﾟﾆだけふａてﾀﾞしたら。モペ

　　

右卜うけに誘いぷ学書､jや優名か丿ゼ人雨同源､を衣功
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可か。
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○講湊をお致しヽ百石先ま

　　

胤俣鉄道病院皮鼻科あ急激先生

　　

北大病院才２陥斗ﾉﾌﾞ£ﾉﾘ易先蛙

　　

勤医価中央病院中井秀紀光生
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をさしあげμづがﾚﾀｽﾞﾌヽら姉詞台ととのえておして下さい。
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☆住所変更です

　

･関口朝子

･震互愛了

3む皐蒜亀ﾌ､理挙、い剔ｊんぼしC禰好

など友２会ワ遜匍に百い分ご力弧ば

っていただきユしたが、ご主心厚嘆ン

でレ鋤洛べほﾌヽれ妾した。

今あま釧路七｀≒ヽ一ご｡才溥じi}^.iヽj、

右ｙと七期燐していｊす／
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て？譚した。

　　　　

巻こ同/｡う暴こは冬、れていじけ陶jヽさぴ昨今包プ

　　　

ンクレ押してくれゐ力傲い手があふような気が≒ぷす。

そんなチに励ｊさがズ遮てた若希求1卜節ひ美しごが．目

tこしみ享外。

　

ア月り既良ごｊだ新匹ヽ公座いが生れ石二とを期待し

てあ円ま厚。
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